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特
権
的
な 

地
方
議
員
年
金
制
度
は
廃
止
を 

年
金
制
度
は
一
本
化
に 

  

年
金
問
題
が
国
民
の
大
き
な
関
心
事
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
国
民
が
わ
ず
か
な
年
金
を
も
ら
え
る
か

ど
う
か
不
安
を
抱
え
て
い
る
一
方
で
、
多
額
の
税
金
を

投
入
し
な
が
ら
特
権
的
内
容
を
維
持
し
、
運
営
さ
れ
て

い
る
年
金
が
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
が
「
地
方
議
員
年
金
」 

で
す
。 

 

■
地
方
議
員
年
金
っ
て
な
に
？ 

地
方
議
員
年
金
制
度
は
、
１
９
６

１
年
発
足
。
基
本
的
に
は
加
入
者
の

掛
け
金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
地
方

議
員
の
互
助
制
度
で
し
た
。
し
か
し

１
９
７
２
年
か
ら
公
費
の
投
入
が
始

ま
り
、
現
在
で
は
、
月
額
の
議
員
報

酬
の
１３
〜
１６
％
を
保
険
料
と
し
て

納
め
る
一
方
、
１０
〜
１６
．
５
％
分
が

自
治
体
か
ら
負
担
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

地
方
議
員
年
金
は
在
職
期
間
12

年
間
（
３
期
）
で
受
給
資
格
が
発
生

し
、
受
給
額
は
県
議
で
年
間
１
９
５

万
円
、
市
議
が
１
０
３
万
円
、
町
村

議
が
68
万
円
で
、
12
年
未
満
で
退

職
・
死
亡
し
た
場
合
も
一
時
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
民
年
金
や

厚
生
年
金
な
ど
の
重
複
受
給
も
可
能

で
す
。
25
年
以
上
払
い
続
け
な
け
れ

ば
受
給
で
き
な
い
国
民
年
金
と
比

べ
、
12
年
未
満
で
も
５０
％
以
上
の
戻

し
の
あ
る
地
方
議
員
年
金
は
「
特
権

的
」
内
容
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 

■
破
綻
寸
前
の
地
方
議
員
年
金 

こ
の
地
方
議
員
年
金
が
破
綻
の
危

機
に
陥
っ
て
い
ま
す
。 

い
わ
ゆ
る
「
平
成
の
大
合
併
」
に

よ
っ
て
１
９
９
９
年
に
は
約
３
２
０

０
あ
っ
た
市
町
村
が
約
１
８
０
０
ま

で
減
少
し
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
議

員
数
も
減
少
。
さ
ら
に
行
財
政
改
革

の
一
環
と
し
て
の
議
員
定
数
削
減
の
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NO. 

埼玉県市民ネットワーク 

埼
玉
県
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、 

「変
え
な
き
ゃ!

議
会
２
０
０
７
自
治
体
議
会
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
賛
同
し
て
い
ま
す
。 

あ
お
り
も
受
け
て
議
員
共
済
会
の
会

員
数
が
激
減
し
て
い
る
の
で
す
。
一

方
、
引
退
し
た
議
員
の
増
加
に
よ
っ

て
年
金
給
付
総
額
は
上
昇
。
現
役
会

員
１
人
が
３
人
の
受
給
者
を
支
え
て

い
る
状
況
で
す
。
こ
の
ま
ま
行
け
ば

２
０
１
１
年
に
は 

積
立
金
も
底
を 

つ
き
、
制
度
が 

破
綻
す
る
可
能 

性
が
濃
厚
な
状 

況
で
す
。 

■
さ
ら
な
る
税
金
の
投
入
は
許
さ

れ
る
の
？ 

地
方
議
員
年
金
制
度
を
運
営
す
る

都
道
府
県
、
市
、
町
村
議
会
の
各
議

員
共
済
会
が
共
同
で
設
置
し
た
「
地

方
議
会
議
員
年
金
制
度
に
関
す
る
研

究
会
報
告
書
」
（
以
下
、
「
報
告
書
」
）

で
は
、「
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
た
市

町
村
合
併
に
身
を
も
っ
て
協
力
し
た

４６ 

９年間で赤字が約 14 倍に！ 

（市・町村議会議員共済会の収支状況） 
年度 収入 支出 赤字額 

1998 年 504 億円 517 億円 －13 億円 
2003 年 549 億円 695 億円 －146 億円 
2007 年度 524 億円 708 億円 －184 億円 
 

市
町
村
議
会
議
員
の
強
い
思
い
を
受

け
止
め
」
、
公
費
の
さ
ら
な
る
投
入
を

提
言
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
年
金
制
度
に
対
す
る
国

民
の
不
安
が
広
が
る
中
で
、
特
権
的

な
内
容
の
議
員
年
金
を
延
命
さ
せ
る

た
め
に
さ
ら
な
る
税
金
の
投
入
に
は

批
判
の
声
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
年
金
一
元
化
を 

「
報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、
地
方
議

員
年
金
を
廃
止
し
た
場
合
で
も
、
掛

け
金
を
払
っ
た
議
員
へ
の
返
還
や
す

で
に
年
金
を
受
け
て
い
る
人
へ
の
支

給
な
ど
に
よ
っ
て
、
約
１
兆
３
０
０

０
億
円
の
公
費
負
担
が
避
け
ら
れ
な

い
と
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
や
は

り
特
権
的
内
容
が
批
判
さ
れ
て
廃
止

さ
れ
た
国
会
議
員
年
金
は
、
掛
け
金

の
８
割
返
還
か
給
付
の
１５
％
カ
ッ

ト
か
の
選
択
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

埼
玉
県
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
議
員
年
金
の
あ

り
方
を
批
判
し
、
２
期
８
年
の
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
制
に
よ
っ
て
議
員
年
金

を
も
ら
わ
な
い
こ
と
を
実
践
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
徳
島
県
小
松
島
市
で

は
、
市
議
７
人
が
地
方
議
員
年
金
廃

止
を
求
め
、
議
員
報
酬
か
ら
の
掛
け

金
の
天
引
き
を
拒
否
す
る
な
ど
、

地
方
議
員
の
中
か
ら
も
制
度
廃
止

を
求
め
る
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

す
。 

減少する現役議員数と増える給付額 

（市・町村議会共済会の会員数、受給者数） 
 1999 年 2008 年 増減 

市区町村数 3,255 1,816 －44％ 
会員数（現役議員数） 60,004 人 35,819 人 －40% 

年金受給者数 79,232 人 94,357 人 19％ 
 1998 年 2007 年 増減 

年金給付総額 499 億円 652 億円 31% 
 

 

存
続
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
税
金
を

つ
ぎ
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特

権
的
内
容
の
地
方
議
員
年
金
は
す

ぐ
に
廃
止
し
、
国
民
誰
も
が
十
分

に
生
活
で
き
る
、
年
金
の
一
元
化

を
実
現
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

  
 

埼
玉
県
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 
 

 
 

共
同
代
表 

辻
こ
う
じ 

 

 

神
奈
川
ネ
ッ
ト
の
呼
び
か
け
に
よ
り
開
催

さ
れ
た
〜
な
く
そ
う
！
議
員
年
金
〜 

緊
急
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 

参
加
者
全
員
、
制
度
廃
止
に
向
け
て
各
地

で
取
り
組
む
決
意
を
表
明 
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シリーズ 『議会改革』 ３回目 
 

 

「
議
長
」
っ
て
名
誉
職
？ 

 
 

 
各
市
町
の
「
議
長
の
選
ば
れ
方
」
を
比
べ
て
み
よ
う 

 地
方
議
会
の
首
長
と
議
員
は
市

民
の
直
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ

る
。
議
会
の
議
長
は
市
で
い
え
ば
市

長
さ
ん
と
肩
を
並
べ
る
偉
い
人

（
？
）
で
あ
る
。 

８
月
の
衆
議
院
選
挙
で
国
民
は

自
ら
選
ん
で
政
権
交
代
を
さ
せ
た
。

も
っ
と
国
民
目
線
の
政
治
を
、
税
金

の
使
い
方
を
、
透
明
性
を
と
望
ん
だ

結
果
だ
。 

あ
ち
こ
ち
で
議
会
改
革
の
動
き

は
あ
る
よ
う
だ
が
、
地
方
議
会
は
国

政
選
挙
で
示
さ
れ
た
国
民
の
要
請

に
こ
た
え
ら
れ
る
状
況
な
の
だ
ろ

う
か
。 

今
回
は
議
会
運
営
の
要
で
も
あ

る
議
長
の
選
ば
れ
方
を
調
べ
て
み

た
。
本
来
議
員
任
期
の
４
年
が
同
時

に
議
長
の
任
期
の
は
ず
な
の
に
、

「
タ
ラ
イ
回
し
」
と
い
う
こ
と
ば
が

当
て
は
ま
る
実
態
が
浮
か
び
上
が

っ
た
。 

 

●
越
谷
市 

 

共
産
党
を
除
く
会
派
代
表
者
の
協

議
（
密
室
談
合
？
）
。
法
的
に
は
４

年
任
期
だ
が
１
年
で
交
代
。 

 

●
川
口
市 

議
員
同
士
の
互
選
。
結
果
、
過
半 

数
を
超
え
る
自
民
党
が
議
長
、
公
明 

党
が
副
議
長
。
大
体
１
年
で
交
代
。 

 

●
富
士
見
市 

「
与
党
懇
談
会
」
で
話
し
合
い 

 

議
長
２
年
、
副
議
長
１
年
。 

 

●
所
沢
市 

 
 

 

代
表
者
会
議
を
開
き
立
候
補
者
を

発
表
。
議
場
投
票
で
決
め
る
。 

 

●
鴻
巣
市 

 
 

 

毎
年
５
月
に
議
長
・
副
議
長
選
出
の 

た
め
の
臨
時
議
会
開
催
。
会
派
間
で 

調
整
、
最
大
会
派
か
、
第
２
勢
力 

の
会
派
の
今
期
で
引
退
す
る
議
員 

を
選
出
、
は
な
む
け
と
す
る
慣
習
も 

あ
る
よ
う
だ
。 

 

 

●
三
芳
町 

 
 

 

会
派
内
で
候
補
を
絞
り
（
一
会
派
で 

複
数
で
た
こ
と
も
あ
る
）
議
場
投
票 

で
決
め
る
。
申
し
合
わ
せ
は
一
年
だ 

が
今
期
は
再
選
で
３
年
目
。
現
在
の 

共
産
党
議
員
に
よ
る
、
３
年
継
続
副 

議
長
は
過
去
に
例
が
な
い 

 
 
 

政
権
交
代
し
た
今
こ
そ
ネ
ッ
ト
の
出
番
！ 

 
政
権
交
代
か
ら
３
カ
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
税
金
の
無
駄
使
い
を

な
く
し
、
国
民
生
活
第
一
の
つ
か
い
か
た
に
、
そ
し
て
そ
の
決
定
の
プ
ロ

セ
ス
を
透
明
化
・
・
・ 

新
政
権
の
精
力
的
な
動
き
は
、
連
日
私
た
ち
の

耳
に
入
っ
て
き
ま
す
。 

 

市
民
政
治
の
実
現
に
向
け
て
私
た
ち
は
今
こ
そ
「
政
治
を
生
活
の
道
具
」

と
し
て
使
い
こ
な
す
と
き
で
す
。
民
主
党
・
参
議
院
議
員
、
そ
し
て
元
東

京
ネ
ッ
ト
の
代
理
人
で
も
あ
っ
た
大
河
原
雅
子
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
す
。 

 

【講
師
】 

大
河
原
雅
子
参
議
院
議
員 

 

【日
時
】 

２
月
６
日
（
土
） 
午
後
２
時
半
〜
４
時 

【場
所
】 

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
本
部 
２
階
会
議
室
（
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
・
中
浦
和
） 

※
当
日
は
資
料
代
を
い
た
だ
き
ま
す 

 10
／
23
ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
た
フ

ォ
ー
ラ
ム
「
地
域
社
会
づ
く
り
に
お

け
る
生
協
の
役
割
」
に
参
加
し
、
生

活
ク
ラ
ブ
生
協
の
代
理
人
運
動
と

ネ
ッ
ト
運
動
の
歴
史
、
課
題
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
て
き
ま
し
た
。 

韓
国
側
か
ら
は
城
南
市
議
の
キ

ム
へ
ス
ク
さ
ん
（
住
民
生
協
前
理
事

長
）
よ
り
、
立
候
補
の
経
過
と
当
選

後
の
成
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
私
は
３
年
前
彼
女
の
選
挙

事
務
所
を
訪
問
、
当
選
後
の
活
躍
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
（
県
ネ

ッ
ト
通
信
38

号
既
報
） 

 

韓
国
で
は
納
税
者
が
税
金
の
使

い
み
ち
に
意
見
を
言
え
な
い
こ
と

か
ら
立
候
補
を
決
意
、
生
協
法
の
規

制
で
生
協
が
政
治
に
関
わ
る
の
が

困
難
な
こ
と
や
市
民
派
で
は
選
挙

活
動
に
制
限
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国

政
政
党
か
ら
当
選
。
党
議
拘
束
を
受

け
る
こ
と
は
な
く
、
市
民
の
代
表
と

し
て
議
会
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

成
果
と
し
て
、
学
校
給
食
へ
の
有

機
農
産
物
使
用
（
差
額
は
税
金
か
ら
）

や
小
学
校
給
食
費
無
償
化
（
来
年
中

学
校
も
）
な
ど
。
ま
た
、
各
地
で
２

０
１
０
年
統
一
地
方
選
に
生
協
候
補

者
を
出
す
よ
う
説
い
て
ま
わ
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。 

 

韓
国
で
も
地
域
に
生
活
者
政
治
が

広
が
る
事
を
願
い
ま
す
。 

  
『韓
国
の
生
協
と
政
治
』 

 
 

 
 

 

韓
国
生
協
全
国
連
合
会
と
生
活
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の 

 
 

 
 

 

交
流
会
に
参
加
し
て 

 
 

 
 

 
 

 

富
士
見
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

藤
本
敦
子 

 

キム・ヘスクさん（左）と筆者 

講 演 会  


